
資源エネルギー庁長官賞 大同特殊鋼
浸
炭
ガ
ス
適
時
適
量
制
御
式
真
空
浸
炭
炉
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
サ
ー
モ
）

　
鋼
は
強
度
の
高
さ
、
加
工
の
し
や
す

さ
か
ら
、
産
業
用
・
民
生
用
機
器
に
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
不
可
欠
の
素
材

だ
。
た
だ
、
ギ
ア
の
よ
う
に
複
雑
な
形

状
の
鋼
材
部
品
で
は
、
切
削
な
ど
の
加

工
時
は
軟
ら
か
い
方
が
よ
く
、
組
み
立

て
時
は
耐
久
性
の
面
で
硬
い
方
が
都
合

が
よ
い
。
同
じ
素
材
な
が
ら
要
求
強
度

が
工
程
で
変
わ
る
た
め
、
加
工
と
組
み

立
て
の
中
間
で
部
品
を
硬
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
熱
処
理
が

「
浸
炭
焼
き
入
れ
」
だ
。

　
従
来
の
浸
炭
は
ト
ン
ネ
ル
式
連
続
ガ

ス
浸
炭
炉
で
行
わ
れ
る
の
が
主
流
だ

が
、
大
同
特
殊
鋼
の
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
サ

ー
モ
」
は
、
多
数
台
の
真
空
浸
炭
炉
と

１
基
の
油
焼
き
入
れ
装
置
を
組
み
合
わ

せ
て
、
自
動
化
を
推
進
し
た
。
連
続
炉

同
等
の
生
産
性
、
バ
ッ
チ
炉
同
等
の
品

質
・
機
動
性
を
有
し
、
大
幅
な
省
エ
ネ

効
果
を
上
げ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
式
真
空
浸

炭
炉
で
あ
る
。

　
従
来
の
ガ
ス
浸
炭
炉
に
比
べ
処
理
品

重
量
当
た
り

％
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

Ｃ
Ｏ
２
換
算
で

％
削
減
に
相
当

を
達
成
し
、
要
員
１
人
当
た
り
の
生
産

量
が
約
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
経
験
に
頼
っ
て
き

た
炉
内
雰
囲
気
と
鋼
材
の
間
に
起
こ
っ

て
い
る
浸
炭
反
応
機
構
を
平
衡
論
か
ら

解
明
し
、
鋼
材
の
深
さ
方
向
の
品
質
を

求
め
る
熱
処
理
条
件

浸
炭
レ
シ
ピ

の
決
定
過
程
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
計
算
す

る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
浸
炭
く
ん
」
を
開

発
、
ス
キ
ル
フ
リ
ー
化
と
品
質
の
精
度

向
上
を
実
現
し
た
。

　
さ
ら
に
、
現
場
で
の
装
置
立
ち
上

げ
、
立
ち
下
げ
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
、
土
日
は
完
全
停
止
で
き
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
周
期
が
８
倍

４
カ
月

、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
休
止
期
間
が

２
日
程
度
と
な
り
、
経
済
性
も
良
い
。

環
境
・
安
全
面
で
は
、
１
０
０
分
の
１

気
圧
の
減
圧
下
で
熱
処
理
す
る
た
め
Ｃ

Ｏ
や
Ｈ
２
を
大
量
に
保
持
す
る
ガ
ス
浸

炭
炉
に
比
べ
潜
在
的
爆
発
リ
ス
ク
が
減

り
、
炉
全
体
が
水
冷
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
覆

わ
れ
て
い
る
た
め
安
全
で
快
適
な
作
業

環
境
が
確
保
で
き
る
。

日本機械工業連合会会長賞 豊田自動織機
走
行
・
荷
役
デ
ュ
ア
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
　
Ｈ
Ｙ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
　
３
・
５
―
４
・
５
ｔ
ｏ
ｎ
）

　
近
年
の
原
油
高
と
環
境
意
識
の
高
ま

り
を
背
景
に
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
燃

料
消
費
量
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
低
減
の
ニ

ー
ズ
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　
昨
年
の
国
内
市
場
で
は
電
動
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
比
率
は

％
と
過
半
数
を

占
め
た
が
、
充
電
設
備
の
設
置
、
連
続

稼
働
時
間
、
荷
役
時
の
最
大
出
力
な
ど

の
面
で
、
電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
特

に
運
輸
倉
庫
業
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
、
紙

業
、
木
材
業
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
積
載

重
量
３

を
超
え
る
ク
ラ
ス
に
な
る
と

電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
比
率
は
６
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
豊
田
自
動

織
機
は
環
境
性
能
と
実
用
性
を
両
立
さ

せ
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
「
ジ
ェ
ネ
オ
　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
を
開
発
。
エ
ン
ジ
ン

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
築
い
た
電
子
制
御

技
術
と
、
電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
築

い
た
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

を
融
合
さ
せ
た
も
の
。
走
行
時
に
は
エ

ン
ジ
ン
で
発
電
し
モ
ー
タ
ー
を
動
か
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
生
可
能
な

シ
リ
ー
ズ

方
式

、
荷
役
時
に
は
エ
ン
ジ
ン
・
モ

ー
タ
ー
併
用
で
油
圧
ポ
ン
プ
を
駆
動
す

る
大
出
力
が
可
能
な
パ
ラ
レ
ル
方
式

と
い
う
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
最
適
な

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
し

た
。

　
従
来
の
エ
ン
ジ
ン
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

に
比
べ
て
燃
料
消
費
量
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
と
も
に
半
減
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

て
お
り
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
上
昇

は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
り

約
３
年
で
回
収
可
能
で
あ
る
。
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
に
お
い
て
も
環
境
負
荷

を
大
幅
に
低
減
し
た
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
環
境
性
能
に
加
え
て
、
約

％
の

低
騒
音
化
や
、
高
い
操
作
性
に
関
し
て

も
ユ
ー
ザ
ー
の
評
価
は
高
い
。

日本機械工業連合会会長賞 日本サーモエナー、タクマ
低
空
気
比
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム
燃
焼
式
ガ
ス
焚
小
型
貫
流
ボ
イ
ラ

　
燃
焼
室
熱
負
荷
の
大
き
い
小
型
貫
流

ボ
イ
ラ
は
、
従
来
の
燃
焼
技
術
で
は
低

空
気
比
で
一
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

と
窒

素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

を
同
時
に
抑
制

す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
空
気
比
１
・

３
程
度
が
限
界
で
あ
っ
た
。

　
日
本
サ
ー
モ
エ
ナ
ー
、
タ
ク
マ
が
開

発
し
た
「
低
空
気
比
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ィ
ル

ム
燃
焼
式
ガ
ス
焚
小
型
貫
流
ボ
イ
ラ
」

は
、
超
低
空
気
比
に
お
い
て
高
効
率
燃

焼
と
低
Ｃ
Ｏ
・
低
Ｎ
Ｏ
Ｘ
の
環
境
負
荷

低
減
燃
焼
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
消

費
電
力
の
削
減
と
な
る
低
圧
損
構
造
を

兼
ね
備
え
て
い
る
。

　
燃
焼
技
術
だ
け
で
高
効
率
を
達
成
す

る
た
め
に
、
燃
焼
室
構
造
に
適
し
た
幅

が
狭
く
縦
方
向
に
長
い
薄
膜
火
炎
を
形

成
す
る
独
創
性
の
高
い
高
速
噴
射
バ
ー

ナ
ー
を
開
発
、
こ
の
バ
ー
ナ
ー
と
燃
焼

室
内
構
造
の
最
適
化
に
よ
り
、
低
空
気

比
で
の
高
効
率
燃
焼
と
低
Ｃ
Ｏ
・
低
Ｎ

Ｏ
Ｘ
を
同
時
に
達
成
で
き
る
「
ジ
ェ
ッ

ト
フ
ィ
ル
ム
燃
焼
」
を
考
案
し
、
商
品

化
し
た
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

　
従
来
は
１
・
３
で
あ
っ
た
空
気
比
を

１
・

排
ガ
ス
Ｏ
２

３
・
０
％

の
超
低
空
気
比
燃
焼
に
す
る
こ
と
で
、

潜
熱
回
収
な
し
で
、
従
来

％
で
あ
っ

た
ボ
イ
ラ
効
率
を

％
以
上

に
向
上
さ
せ
、
か
つ
送
風
機

の
消
費
電
力
を

％
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
１
台
当
た
り

年
間

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が

可
能
と
な
り
、
同
時
に
Ｃ
Ｏ

排
出
量
を
従
来
の

％
以
下

に
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
排
出
量
を
従
来

の

％
以
下
に
抑
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。

　
す
で
に
製
造
工
場
の
動
力

や
暖
房
用
熱
源
、
食
品
工
場

の
加
熱
用
熱
源
で
利
用
が
進

ん
で
い
る
。

日本機械工業連合会会長賞 三浦工業
最
適
効
率
運
転
機
能
付
小
型
貫
流
ボ
イ
ラ
多
缶
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｑ
―
Ａ
Ｓ
型
・
Ｂ
Ｐ
―
２
０
１
型
）

　
産
業
用
小
型
貫
流
ボ
イ
ラ
は
、
法
的

取
り
扱
い
の
簡
便
さ
、
高
効
率
、
省
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
理
由
で
、
現
在
市
場
の

％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
一

般
的
な
工
場
の
ボ
イ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
負

荷
率
は

―

％
で
あ
り
、
こ
の
負
荷

率
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
効
率
を
高
め
る

こ
と
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
三
浦
工
業
の
「
最
適
効
率
運

転
機
能
付
小
型
貫
流
ボ
イ
ラ
多
缶
シ
ス

テ
ム
」
は
、
多
数
台
の
小
型
貫
流
ボ
イ

ラ
を
設
置
し
て
、
各
ボ
イ
ラ
の
燃
焼
モ

ー
ド
を
多
段
階
に
分
け
て
最
適
な
出
力

で
燃
焼
さ
せ
る
新
開
発
の
集
中
管
理
方

式
を
導
入
し
、
こ
の
負
荷
率
領
域
に
お

け
る
効
率
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

　
運
転
条
件

給
水
温
度

に
応
じ
て

最
も
効
率
の
高
く
な
る
最
適
運
転
点

エ
コ
運
転
ポ
イ
ン
ト

に
お
け
る
燃

焼
を
、
ボ
イ
ラ
の
台
数
制
御
に
お
い
て

優
先
的
に
選
択
す
る
機
能
を
開
発
し
、

ま
た
パ
ー
ジ
損
失
を
大
幅
に
低
減
す
る

連
続
パ
イ
ロ
ッ
ト
制
御
や
高
速
な

運
転
切
替
操
作
を
可
能
に
す
る
移

行
キ
ャ
ン
セ
ル
制
御
、
送
風
機
の

イ
ン
バ
ー
タ
制
御
、
廃
熱
ロ
ス
低

減
な
ど
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
従
来
品
で
は

％
程
度
で
あ

っ
た
シ
ス
テ
ム
効
率
を
５

以
上

高
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

特
に
、
給
水
温
度

度
Ｃ
の
運
転

条
件
で
は
排
ガ
ス
中
の
潜
熱
も
回

収
す
る
た
め
、
業
界
初
の
シ
ス
テ

ム
効
率
１
０
０
％

低
位
発
熱
量

基
準

を
達
成
し
て
い
る
。
同
シ

ス
テ
ム
は
す
で
に
食
品
、
鉄
鋼
、

機
械
、
化
学
工
業
な
ど
多
様
な
分

野
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
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